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正
門
前
で
受
け
付
け
を
済

ま
せ
、
目
的
地
・
原
子
炉
棟

に
向
か
う
。
メ
ー
ン
通
り
に

は
、
約
２
０
０
㍍
に
わ
た
っ

て
桜
並
木
が
続
く
。
近
隣
で

は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、「
原
子
力
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

実
験
所
は
、
１
９
６
３
年

に
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と

放
射
線
の
研
究
・
教
育
を
目

的
に
、
全
国
の
大
学
の
共
同

利
用
研
究
所
と
し
て
発
足
し

た
。
当
時
は
周
辺
住
民
の
大

き
な
反
対
運
動
が
沸
き
起
こ

っ
て
い
た
と
い
う
。
広
大
な

敷
地
に
は
、
研
究
用
原
子
炉

や
放
射
性
廃
棄
物
処
理
棟
な

ど
の
研
究
設
備
が
あ
る
。
福

島
第
一
原
発
事
故
後
、
年
１

回
の
一
般
公
開
日
に
多
数
の

住
民
が
実
験
所
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

通
り
を
突
き
当
た
り
ま
で

　

原
子
炉
棟
に
入
る
に
は
、

放
射
性
物
質
の
外
部
流
出
を

防
ぐ
た
め
、
靴
に
ビ
ニ
ー
ル

カ
バ
ー
を
付
け
る
。
チ
リ
や

ホ
コ
リ
も
見
逃
さ
な
い
と
い

っ
た
徹
底
ぶ
り
だ
。
ち
な
み

に
、
原
発
事
故
で
は
東
日
本

を
中
心
に
放
射
性
物
質
が
降

り
注
い
だ
。
こ
の
国
で
は
、

大
量
に
流
出
す
れ
ば
管
理
不

要
に
な
る
。

　

準
備
が
整
い
、
約
10
人
が

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
研
究
者

の
後
に
続
く
。
担
当
し
て
く

れ
た
の
は
、
放
射
線
医
学
を

研
究
す
る
医
師
だ
っ
た
。

「
専
門
分
野
以
外
は
詳
し
く

な
い
の
で
」
と
前
置
き
し
な

が
ら
の
説
明
で
、
素
人
に
は

理
解
し
難
い
内
容
だ
っ
た
。

　

厚
さ
20
㌢
の
鋼
鉄
製
の
二

重
扉
の
向
こ
う
は
、
原
子
炉

建
屋
内
だ
。
減
圧
さ
れ
た
内

部
は
、
外
部
の
音
や
空
気
を

遮
断
し
、
静
ま
り
返
っ
て
い

る
。
緊
張
気
味
に
足
を
踏
み

入
れ
、
中
央
に
そ
び
え
立
つ

八
角
形
の
原
子
炉
を
見
上
げ

る
。
重
厚
な
グ
レ
ー
の
格
納

容
器
は
、
異
様
な
存
在
感
を

放
っ
て
い
る
。

　

研
究
用
原
子
炉
の
最
大
熱

出
力
は
５
千
㌔
ワ
ッ
ト
で
、

発
電
用
原
子
炉
の
６
０
０
分

　

４
月
７
日
に
矢
部
新
聞
部

副
部
長
、
事
務
局
員
と
共

に
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
を
見
学
し
た
。
私
が
原
子

力
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
遥
か
昔
か
ら
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

小
学
２
年
の
時
（
１
９
３

９
年
）、当
時
最
も
人
気
の
あ

っ
た
雑
誌
『
少
年
ク
ラ
ブ
』

で
、「
マ
ッ
チ
箱
１
杯
分
の
火

薬
で
全
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
吹

っ
飛
ぶ
」と
知
り
、こ
れ
は
す

ご
い
と
興
奮
し
た
。
当
時
の

ク
ハ
ン
ド
等
）
で
運
転
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
現

実
は
、
原
子
炉
建
屋
内
で
、

職
員
・
研
究
者
多
数
が
働
い

て
い
た
。

　

炉
心
（
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
パ

イ
ル
）
は
遮
蔽
体
で
囲
ま
れ

て
い
る
が
、
多
く
の
の
ぞ
き

窓
か
ら
炉
心
（
核
反
応
）
を

直
接
の
ぞ
け
る
の
だ
。
天
井

の
ク
レ
ー
ン
で
必
要
な
機
器

や
燃
料
棒
（
Ｕ
２
３
８
）
を

出
し
入
れ
す
る
。
一
見
、
被

曝
が
心
配
な
ほ
ど
近
く
で
、

核
反
応
を
取
り
扱
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
い
た
。

　

職
員
や
研
究
者
は
見
学
者

を
歓
迎
す
る
態
度
で
、
丁
寧

な
も
て
な
し
を
受
け
た
。
研

究
者
は
熱
心
に
自
分
の
仕
事

を
説
明
し
、
ほ
か
の
状
況
に

は
関
心
が
薄
い
よ
う
に
見
え

た
。

　

私
は
こ
の
研
究
所
が
な

ぜ
、
ど
う
い
う
目
的
で
で
き

た
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
た

が
、
自
分
の
研
究
が
ど
う
役

立
っ
て
い
る
か
の
説
明
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
柴

田
俊
一
著
『
原
子
炉
お
節
介

学
入
門
』（
上
・
下
巻
）を
い

た
だ
き
、
こ
れ
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

�

（
つ
づ
く
）

小
学
生
は「
軍
事
オ
タ
ク
」が

多
か
っ
た
。
世
界
列
強
の
軍

備
装
備
に
一
喜
一
憂
し
た
。

　

戦
後
に
な
っ
て
原
子
爆
弾

の
詳
し
い
構
造
を
知
り
、
ま

た
、
核
開
発
の
経
緯
を
知
っ

た
。
米
国
の
核
開
発
を
主
導

し
た
ヴ
ァ
ネ
ヴ
ァ
・
ブ
ッ
シ

ュ
は
、
親
子
で
大
統
領
と
な

っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
と
は
全
く
縁

の
な
い
同
姓
異
人
で
あ
る
。

　

突
然
予
期
し
な
か
っ
た
原

子
炉
が
見
学
で
き
る
と
知
っ

て
、
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
た

理
由
は
こ
ん
な
こ
と
に
あ
っ

た
。

　

事
務
局
の
車
に
乗
せ
て
も

ら
っ
て
泉
南
の
熊
取
町
は
結

構
遠
く
、
大
阪
も
広
い
と
実

感
し
た
。
到
着
し
て
ま
ず
感

じ
た
こ
と
は
、
小
高
い
山
の

上
で
海
は
遥
か
に
見
下
ろ
せ

た
。
津
波
の
心
配
は
全
く
な

く
、
安
全
だ
。
施
設
の
入
り

口
で
は
靴
に
ビ
ニ
ー
ル
の
下

ば
き
を
つ
け
、
放
射
性
物
質

が
外
部
へ
出
な
い
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
た
。

　

さ
す
が
現
場
を
直
接
見

て
、
書
物
か
ら
の
知
識
は
圧

倒
さ
れ
る
感
が
あ
っ
た
。
か

つ
て
原
子
炉
と
言
え
ば
、
炉

外
か
ら
遠
隔
操
作
（
マ
ジ
ッ

　

格
納
容
器
を
上
か
ら
眺
め

る
と
、
秩
序
な
く
配
管
や
器

具
が
入
り
乱
れ
、
随
所
に
さ

び
が
目
に
つ
い
た
。「
汚

い
」「
老
朽
」「
混
沌
」
な
ど

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
が
次

々
と
思
い
浮
か
ぶ
。
冷
却
水

漏
れ
が
起
き
れ
ば
、
現
場
を

特
定
す
る
だ
け
で
も
困
難
だ

ろ
う
。

　

格
納
容
器
の
隣
に
は
、
医

療
用
の
ベ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。
案
内
し
て
く
れ
た

医
師
の
研
究
テ
ー
マ
「
中
性

子
捕
捉
療
法
」
だ
。「
が
ん

細
胞
だ
け
を
選
択
的
に
破
壊

す
る
体
に
や
さ
し
い
治
療

法
」
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
医
師
は
「
が
ん
細
胞
と

同
時
に
正
常
細
胞
に
も
損
傷

を
与
え
て
い
る
の
が
実
際
の

と
こ
ろ
で
す
」
と
打
ち
明
け

る
。「
お
電
話
い
た
だ
け
れ

ば
、
治
療
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
研
究
段
階
な
の
で

自
己
負
担
ゼ
ロ
で
す
」
と
、

　

原
発
事
故
の
問
題
で
数
人

の
職
員
に
話
を
聞
い
た
が
、

研
究
炉
と
発
電
炉
の
違
い
を

説
明
す
る
ば
か
り
。
研
究
者

と
し
て
の
気
骨
あ
る
意
見
が

聞
け
る
か
と
思
っ
た
が
、
期

待
外
れ
だ
っ
た
。
実
験
所
に

は
、
原
発
に
異
を
唱
え
続
け

て
き
た
小
出
裕
章
助
教
や
今

中
哲
二
助
教
ら
が
所
属
し
て

い
る
が
、
彼
ら
の
批
判
的
視

点
は
所
内
で
は
多
数
派
で
は

な
い
こ
と
が
感
じ
取
れ
た
。

　

た
だ
、
原
子
炉
の
建
築
・

設
計
の
専
門
家
は
、「
南
海

地
震
で
予
測
さ
れ
る
震
度
に

対
し
て
は
、
耐
震
基
準
を
満

あ
り
が
た
く
な
い
情
報
ま
で

い
た
だ
い
た
。

　

屋
外
に
出
る
に
は
、
放
射

能
汚
染
の
有
無
を
特
殊
な
機

器
で
確
認
す
る
。
数
値
が
高

け
れ
ば
除
染
し
な
い
と
出
ら

れ
な
く
な
る
が
、
幸
い
原
子

炉
棟
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

た
し
て
い
ま
す
。
高
台
に
あ

る
の
で
津
波
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
」
と
話
し
た
も
の

の
、「
紀
伊
断
層
を
震
源
と

す
る
地
震
が
起
き
た
場
合

は
、
分
か
ら
な
い
」
と
付
け

加
え
て
い
た
の
が
気
が
か
り

だ
。

　

帰
宅
後
、
実
験
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
覗
い
た
。
所
長

の
あ
い
さ
つ
文
に
「
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
や
次
世
代
炉
を
視

野
に
入
れ
た
広
い
意
味
で
の

原
子
力
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

大
学
ら
し
い
研
究
を
進
め
」

と
あ
っ
た
。
実
験
所
の
性
質

が
分
か
っ
た
気
が
し
た
。

　

大
阪
府
南
部
の
貝
塚
市
と
泉
佐
野
市
に
挟
ま
れ
る

よ
う
に
位
置
し
、
約
４
万
５
千
人
が
暮
ら
す
熊
取

町
。
南
か
ら
東
に
和
泉
山
脈
が
広
が
る
風
光
明
媚
な

こ
の
町
に
、
大
阪
で
唯
一
の
原
子
炉
が
た
た
ず
ん
で

い
る
。
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
だ
。
４
月
に
一
般

公
開
さ
れ
る
と
聞
き
、
駆
け
付
け
た
。�

（
新
聞
部
）

熊取町・京都大学原子炉実験所

来年で50歳を迎える京都大学原子炉実験所の研究炉

炉
心
近
く
で
の
作
業
に
驚
き

新
聞
部
・
永
田
悦
夫

大
阪
に
あ
る
原
発
研
究
炉前

京
大
原
子
炉
見
学
記

発
電
炉
と
同
じ
仕
組
み

配
管
・
器
具
入
り
乱
れ

核
サ
イ
ク
ル
の
研
究
も

直径28㍍、高さ22㍍の原子炉建屋。手前右は
矢部新聞部副部長、左は永田顧問　　　　　

老朽化、紀伊地震…不安尽きず

進
む
と
、
直
径
28
㍍
、
高
さ

22
㍍
の
巨
大
な
円
筒
形
の
建

物
が
見
え
て
き
た
。
原
子
炉

建
屋
だ
。
入
り
口
に
は
警
備

員
が
立
ち
、
目
を
光
ら
せ
て

い
る
。

の
１
程
度
。
炉
心
部
は
「
14

型
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
」
と
い
う

が
、
核
燃
料
に
中
性
子
を
当

て
て
核
分
裂
さ
せ
る
仕
組
み

は
、
原
発
と
変
わ
ら
な
い
。

　

福
島
第
一
原
発
で
は
、
冷

却
水
の
供
給
が
途
絶
え
、
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
に
至
っ
た
。
研

究
炉
は
規
模
が
小
さ
い
た

め
、
冷
却
水
の
循
環
が
途
絶

え
て
も
、
核
燃
料
を
自
然
冷

却
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
に

し
て
も
、
14
型
テ
レ
ビ
の
大

き
さ
の
も
の
を
管
理
す
る
だ

け
で
、
何
と
大
が
か
り
な
設

備
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
と
心

底
思
う
。
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